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論 文 内 容 要 旨 
 
論文題目 ： 歯の移動に伴う歯根吸収発現への歯髄組織反応の影響 
 
 

























で、37℃、5%CO2環境下にて培養を行った。周期的伸展刺激の負荷には Flexercell Strain Unit 
FX-2000 を使用した。なお、周期的伸展刺激の負荷実験中は培養液として 1％FBS 含有
DMEM を用いた。 
まず、周期的伸展刺激負荷時間の検討を行った。周期的伸展力としては、10 kPa の陰圧
を 30 サイクル/分の周期で 12、24および 48時間負荷した。続いて周期的伸展刺激の大きさ
について検討を行うため、1、3、5、10 および 15 kPa の陰圧を 30 サイクル/分の周期で 48
時間負荷した。 
S-Aチャネルの阻害については、周期的伸展刺激開始 30分前に 10 および 100 μMのガド
リニウムを添加した 1％FBS含有 DMEM 中にて細胞培養を開始した。その後、10 kPa の陰
圧を 30サイクル/分の周期で 48時間伸展刺激を負荷した。 
 各条件下での伸展刺激負荷後、IL-1β、 TNF-α、RANKL、および M-CSFの遺伝子および
タンパク発現について検討を行った。 














10g と比較して 50g の群が有意に大きな値を示した。また、有髄群の移動歯の根尖部
歯髄組織付近には免疫組織学的に IL-1β、TNF-α、RANKLおよびM-CSFの発現して
いる細胞が多く認められた。 
 
 以上の結果より、歯の移動時に根尖部歯髄細胞に対し機械的伸展刺激が生じ、S-Aチャネ
ルを介して、炎症性サイトカインの産生および、破骨細胞が誘導されていることが明らか
となり、その結果歯根吸収が発現することが強く示唆された。 
